

























































































―大事な点は､ きみは誰だってことさ｡ 何故かとか､ いかにとか､ 何かとかでさえない｡
ぼくは､ 何かはわかる､ 多分十分はっきりと｡ ぼくは多分､ きみは何者かの何かであ






―たまに､ あのね､ ぼくはきみという人間の一部に気づいていると思う､ しかし､ それ
は全くの偶然だ｡ ぼくたち双方における単なる偶然｡ 気付かれた者と気づいた者｡ そ
れは偶然に違いない｡ ぼくたちは継続するのにそのような偶然に依存しているんだ､











か？ きみには番号はついていない｡ そこには捜し出す何があるというんだ､ 確信す
るため､ 多少確信するため､ このいまいましい大混乱からいくらか休息を得るために？
きみは非常に多くの映った影の合計だ｡ どれぐらい多くの影か？ 誰の影か？ きみが
できているのはそれか？ 潮の流れはどんな浮きかすを残すのか？ 浮きかすには何が
起こる？ それはいつ起こる？ ぼくは起こるものを見たことがある｡ しかしぼくはそ
れを見ても話せない｡ ぼくはただ指を指し示すことができるだけだ｡ ぼくはそれをす
ることさえできない｡ 浮きかすは壊れ､ 吸い込まれていく｡ ぼくはそれがどこへ行く
のか見えない｡ ぼくは何を見たのか？ ぼくが見たものは､ 浮きかすか､ 実体か？ そ
れがどうしたというのか？ すべてこのことによって､ きみはそこに立って､ きみは
自分が誰かをわかっているとぼくに言う権利が与えられているのか？ それはとんで
もない不適切なことだ｡ そこには大きな不毛の荒野があり､ 風がやんでいる｡ 多分き
みはぼくに確信させることができる｡ きみはぼくを納得させることができるか？ し
かしきみはほとんどそうできない､ なぜならきみはいつも自分が誰かをわかってい




ない｡ きみもピートも｡ きみたち二人とも気を付けた方がいいよ｡ それは全く非常に
単純なことだ｡ きみはピートの ｢黒い騎士｣ かもしれない｡ 彼はきみの ｢黒い騎士｣





























































―秋はすぐ終わるな､ 今年は､ とマークは言った｡ おれの言うことを聞いてごらん｡
―おまえの言うとおりだろうな｡
彼らは雨を見た｡
























―そうさ､ 二人ではあいつに休息が必要だと一致してた｡ 二週間｡ しかしやつは戻って
こなかった､ それがすべてさ｡
―それで｡
―いや､ とピートは言った｡ もしそれがあいつの望んだやり方だとすれば､ あいつはそ
れを手にできるのさ｡
―おまえは休息すべきだと同意したんだろ？
―うん､ いいんだ｡ おれがあいつの言い分を理解しなかったと思わないでくれ｡ おれは




―いいかい､ マーク｡ あいつは休みを必要とし､ そして取った｡ おれはそれを認めた｡
しかしおれたち二人がこのあいだずっと背負わなければならなかった重荷を考えれば､
二人は十分以上に対処してきた､ おれの考えでは｡ しかし確かに､ あいつの休息にお






























―それはおれの知った事ではない､ おまえがあいつに会いたいとしても｡ おれは 行き

































彼女はバッグを開けて､ タバコの箱を取り出した｡ マークは立ち上がり､ そして彼女の




























































































































































―ね､ と彼女はささやいた､ あなたはわたしを最大限に利用したほうがいいわよ､ わた
したち結局約一週間持ちこたえるだけでしょうから｡
―何のことを話している？とマークは言った｡ きみとおれのこと？
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彼らは電力会社のところで道路を横切り､ そして歩き続けた｡

















































―最上質の毛布､ 自家製料理､ とレンは言った､ 何もかもだよ｡
マークは天井を見上げた｡
―低すぎることもなく､ 高すぎることもない､ とレンは言い､ そして咳の発作が突然起
こった｡ 痰つぼはどこ？





















―やれやれだな､ レン､ とマークは言った､ おまえは非常に調子よさそうに見えて｡

























―ベッドに座ってはいけないことになっているよ､ とレンは言った｡ きみたち､ 椅子に
座ることになっているんだ｡




ピートとマークは病院を出て､ 池の方に歩いた｡ 太陽は消え､ 雨が軽く滑るように落ち
てきた｡











































をしているぜ｡ 誰がおまえに何を言ったのだ？ ああ､ 濡れてきた｡ 行って一杯飲も
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う｡













ていった､ そして暗闇の中居間を通り抜けた｡ 彼は台所で立ち止まって､ 外の庭を見た｡
雨の中暗くなって､ 庭は震えていた｡ 雨は､ 灌木の上で斜めにつよく打ちつけ､ 木々の




ままだった｡ 夜が閉ざされた時､ 彼は窓を通して夜の外を見た｡ 夜が深まる中､ 完全に
なるのと同じくらい早く雨が黒く落ち､ そして群葉が塊の一部になった､ そして庭はそ
れと判らないほど退いっていった､ そして彼は､ ついにガラスにただ自分のかすんだ投
影だけを見つけた､ 見ると､ それは暗闇の最先端で､ 正面ドアを超えたところから､ 開
けっ放しにされた全てのドアを通って､ 長いフラットを通して先が細くなって動いてい
た淡いランプの灯りによってもたらされていた｡ 雨の降下が今そのさっと当たる音を際
立たせ､ 静寂を飲み尽くした､ そして､ それが､ 次には雨を暗くする暗闇を振動させて
絶え間なく動いている時､ 壁がその音をたて､ 天井が膨張し､ 部屋が巨大に形なく声を
あげて佇む時､ 夜が深まって､ 彼は階段の方に顔を向けて閉じ込められたまま座ってい
た｡











―おまえに驚いてはいないぜ､ とピートは言った｡ しかしそのことはおいておこう｡ お
れは話せる｡ 言い分がいくらかある｡ おまえがおれを驚かしたからというわけではな
いんだ｡
おまえがしなかったので｡ しかしそれは別のことだ｡ ニ時間で､ そら､ がらりと話しが
変わってしまった｡ このことは済ませておかなければ｡ 今やその時だ｡ おれがそれを言
おう｡ それが最善だ｡ おまえは､ 言いたければ後で､ 言いたいことを言えるぜ｡ これで
不公平ではないな？
いいか､ おれは理解したいんだ｡ おれは自分が同感できないことを､ 大目に見ようとす





あることが判ったが｡ それがすべてさ｡ 見方によれば啓発的だった､ が､ それだけさ｡
骨にひびいた｡ 骨は腹の柔らかな部分よりもはるかにもっと特異だぜ｡
違うんだ｡ おれの気持ちは決してヴァージニアへの何ら大きな愛情や敬意によって動か
されてはいなかった｡ 無私ではなかったし､ 寛容でもない｡ だからあいつにはおまえは､
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しかし重要なのはこのことだ｡ 相当におまえは真実不足のために､ おれには無頓着とい
う点だ｡ かなり不足している｡ おれに反論できることが何かあるか？ 嘘か？ おれはお
まえに隠れて嘘を喋ったか？ おれの徳の総計はそれだけか？ このことはすべて滑稽だ












れの生来の気質は､ 一人でいることと､ 古いピアノを演奏することなんだ｡ いつもなん


















おれは生き延びて､ ダビデの新しい ｢詩編｣ を書き記すことができる｡ 多分おまえは彼
がおれの理想の人の一人だと気づいていない｡ おれはキリストを信じてきたが､ それは
純粋に自由意志からだった｡ しかし恐ろしいものに関しては､ まだそれへの言葉は全く
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わかると思うが､ おれは認めるよ､ ピート､ おまえは軽蔑を与える権利を保有するとい
うことを｡ おれもそうなんだ｡ おれは又認めるぜ､ 非常に多くのおまえの時間が､ おま
えが大事だと見なす他の何かと調和させようとして費やされたことを｡
しかし結局はそうとなるとき､ おまえは逃げ出せない軽蔑の砦を住まいとしたように見





間､ おれは思い違いしていたぜ｡ 実のところ､ おまえは決して共有していなかったんだ｡
おまえはできなかったんだ｡ そのようにおれは騙されていた｡ それに憤慨するぜ｡ おれ
は時々共有があり､ 出会いがあるかもしれないと思ってた｡ おれは間違っていた｡ そし
ておまえにはそれがわかっていた､ いつも｡
大事な点は､ どの程度までおまえが､ 実際､ 責任があるかだ？ おまえは責任があり､
そして連座していると見なされうるか､ 見なされえないかだ？ おれが言うのは､ 何が
おまえにとって重要であるのかなんだ？ きっと､ そうありたがっている友達ではなく､
ただおまえの要求に合う限りにおいてのみの友達だな｡ 彼らがそうできなかった場合､












しかしおれにはわかるぜ｡ もう一つあるな､ おれがわかるのは｡ わからないと考えない
ハロルド・ピンター 『こびとたち―小説』 (4)
71
方がいい｡ おれたちは会ったな｡ おまえとおれ｡ あるときバス停で､ 酔っ払っていた｡
しかしおまえが一人だったそのとき？ おまえが一人の時は信用できない｡
おれの中にいるに違いないのは､ 一人でのおまえだ｡ あるいは無だ｡ これ以上､ ゲーム
を行うねらいは何なんだ？ おれには何の益も見当たらない｡
おまえは骨格のことを言う｡ 本質とは何だ？ おまえは吸血鬼だったということ､ そし
てそれをおまえは認めるのが賢明だぜ｡
おれたち､ おれたちのすべては､ おまえの見世物芝居で悪ふざけを演じ､ おまえの宮廷


















わらない｡ しかしおまえは自分のシーツ､ 毛布､ あらゆるものを持ち込んだのはあまり
にも頻繁すぎた｡ おまえは､ 自分の言う通りの条件で泊まらなければ気がすまなかった
のだ｡ しかし中の家具を変えることはできなかったぜ､ なぜならおれの足が根付いてい
たからだ｡ おれは自分がどこに住んでいるかわかっている｡ おまえは馬鹿ではない｡ お
れが同じぐらい狡猾だとは知っていた｡ しかしヴァージニアに関しては何もおまえを止
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めることができなかったんだ｡ おまえは王国を失ったかもしれないが､ そうしたのはお





彼女は転地を必要とした｡ おまえは生存する､ しかし､ ただ彼女も彼女自身の権利でそ
うだということを忘れないでくれ｡ そしておれも生きている｡
いいだろう｡ おれは喜んでおまえと会ってお茶を飲もう｡ しかしおれはおまえの道化に
























てこなかった､ しかし､ もしおまえたち二人が用心しないなら､ それは多分致命的とな
るだろう､ おまえたち二人には｡ それによっておまえたちは死に窒息するだろう｡ その
言葉を伝えてくれ｡ あいつとおまえ自身に､ おまえが今まで何とかやり遂げてきた以上
のはるか大きな恩恵を施すことができるぜ｡
それはすべてどこに由来するのか？ そうだ､ おれは認めるが､ 著しく圧倒的にそれは
おれに由来する｡ こと全体はおれの子宮の子供だ｡ おれはおまえに謝ることはできる､
が､ おまえだけがおれを許すことができなかった｡ それはおまえが勝手にできることで
はない｡ このことにおまえは耳を傾けなければならないぞ｡ おれはできないぜ､ 罰当た
りなことだ､ おまえの誤りに謝罪するなんてことは｡
おまえは友情をおれを打ち倒す道具にした､ そしておまえは立ち去り､ ヴァージニアと







いうことがはっきりとなった｡ おまえは信じないかもしれないが､ そう思うんだ､ おれ
は､ おれの本質的な側面において神なんだ｡ 勿論､ おれは崇拝されるはずはない｡ おれ
は堪え忍ばれなければならない｡ しかしおれは､ ほとんど死ぬほど､ 自殺するほどに､
レン､ ヴァージニア､ なかんづくおまえによるこの推測にうんざりしているんだ､ 本質
的にはおまえの動機であり関わりごとであるこの一連の愛と絶望とに､ いやしくもおれ




分に､ おれはその感謝をするだろう｡ しかしもしおまえが内部に入り込んできて､ おれ
の内蔵を食らうならば､ おれは常に噛み返すだろうよー容赦なく｡ おれは長く苦しんで
きた｡ おまえはおれの腹の上で飛び跳ねていた､ おまえはおれの頭をぶん殴ろうとし､
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おれの血流を汚染しようとし､ おれの内臓を切り裂いてミンチにしようとした｡ おまえ








何もしなかった｡ おれはしたい｡ おれやってみよう｡ おれは目覚めたんだ｡ おれは十分
に目覚めた｡







しかし､ おれは復讐することを望まない｡ おれはおまえを呪う必要はない｡ 良識の異議
申し立てには終わりはない｡ しかし真実がおれのものである限りにおいては､ その力も
又そうだ｡ それは常にそうだった｡ そのようにおまえには助言を与えられるぜ｡ おまえ
がしなければならないことは動くことだ｡ おまえにその機会がある間にな｡ おまえはよ




ものだ｡ それはおまえの悪臭だ｡ それを保持するがいい｡ しかし問題なのはおまえの誠
実さなのだ｡ おまえはそれに値すると証明していない｡ おれはおまえに正直であること
を求めている｡ おまえをベッドに導いたのは恐れと怒りだった｡ ひどいへまさ｡ おれの
高潔さが多くの機会で消滅したのは真実だ｡ それをしたのは挫折と憎悪だ｡ おれはどん
な犠牲を払っても生き延びなければならなかった､ そしておれは善意でもって噛みつき､














も笑った｡ おれは､ おまえたち二人が与えようとした快適さに気づいていた｡ こう言お
う､ たとえそれによっておれが破滅しても､ おれはそれに感謝すると｡ しかしそれによっ
ておれがその結果に盲目にされてはならない｡ おまえたちはおれが完璧であるはずゆえ
におれを非難する｡ ちがう｡ そしておれはおれの欠点からもてあそばれることはあり得






ことはしないぜ｡ 試練の精神では､ ほとんどのことはありうる｡ その理由でおまえは地
獄へ行くことはありうるぜ｡ 二人とも慣習に従おう｡ おれはできるだけ行こう｡ もしお
れたちが会えなければ､ 残念だが｡ しかし真実に関する限りでは､ おまえには更に遠く
旅する先がある｡ もしおまえがそれはそれに値すると思わないなら､ おれは残念だ｡ 何
マイルものいい道が無駄となるだろう｡
過去において､ おれは､ おれについての裏切り者の正直な真実を話すことができなかっ




―おまえのためにおれは､ と彼は言った､ 全く辛らつになったぜ｡ それを言っとかなけ
















ジすらも､ ベーコンの一切れの皮も､ キャベツ一枚の葉も､ 黴びだらけのサラミ一切れ
さえもない､ ぼくたちが昼間に昔話しを語った日々に彼らはよくほうり投げてくれたよ
うな｡ 彼らは腹一杯になって､ 座っている｡ しかしぼくはネズミの臭いを感じている｡
彼らはより珍しい料理､ より上等の食卓の食事を期待しているように見える｡
そしてこの変化｡ ぼくの周りの全てがこの変化｡ ぼくが知っている中庭にはちらばって
いた､ ネコの肉の切れ端､ ブタの睾丸､ ブリキ缶､ 鳥の脳髄､ 全ての小動物の断片､ 押
しつぶされたキーキー言うカーペット､ 汚物に吐き出された小人たちの食べかす全て､




注 1 テキストは､ Harold Pinter, The Dwarfs: A Novel (London: Faber and Faber, 1990) を使
用した｡
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